
著】

連
鎖
状
球
菌
生
・
煮
雨
免
疫
元
（
抗
原
）
ノ
生
物
拳
的
差
別
ノ
研
究

第
三
報
、
生
・
煮
一
陶
抗
原
液
ノ
毒
力
ト
（
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ト
ノ
関
係

第
五
傘

F『

原

日

高

。
。
『
巴
回
向
。
『
g
r一e
L
N名
目
悼
の

r
e
s
L
O旨

一
一
＝
一
八

（第
五一
統

一
四
＝
）

za一千
富
岡
島
問
。
r件。包囲伸一
m
g
M
4。
ロ
宮
志
向
洋
。
r
e
r
r
eロ・

5
0
g『
ru

一：r
r
含
ω
回
昌
吉
島
町
田
昌
一
昨
弘
司
忠
弘
N
一
2
3・

ロ
戸
富
山
同
向
。
一
一
g
B
m
m
H

J
J
v
t
p
a
－
－－同
H
U
P肉
h
p
・

〔
hpaHω
LEd－
一ロ一言
語許
Z
E
E

－Z
H内丘
公
与一
2
2・
C
Z
4
3
2日
p
g
E
Z一ru
閃
可
。
ぢ
・
（
司

g「・
0
司・同・
d
司

D
江
W
H
Z
P）〕

〔
内
容
妙
録
〕
余
等
／
第
一
報
及
ピ
第
二
報
ユ
掲
ゲ
タ
リ
シ
靖
容
反
際
及
ピ
凝
集
反
照

ヲ
行
ヒ
タ
ル
血
清
ヲ
探
リ
シ
試
験
家
兎
－
一
於
テ
、
可
検
材
料
注
射
前
ト
注
射
後
一
時
間
、

二
時
間
、
四
時
間
、
八
時
間
及
ピ
十
二
時
間
目
ノ
六
回
品
亙
H
採
血
ヲ
ナ
シ
、
生
・
煮
雨
滅

液
淀
射
＝
ヨ
ル
血
液
単
位
容
積
内
白
血
球
縁
故
／
推
移
ヲ
比
較
シ
、
旦
ツ
塗
抹
穂
木
ヲ
製

シ
テ
白
血
球
種
類
ノ
百
分
率
ヲ
計
算
シ
、
他
面
－
一
ハ
注
射
前
一
回
ト
法
射
後
五
日
目
、
十

日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
、
二
十
五
日
目
及
ピ
三
十
日
目
ノ
六
回
三
日
一
リ
健
重
ヲ
測

定
シ
テ
以
チ
生
・
煮
府
減
液
法
射
／
組
重
ユ
及
ボ
ス
岨
密
化
ノ
大
小
ヲ
モ
比
柏
駅
セ

p
。
然
ル
ユ

血
液
ノ
所
見
＝
モ
惚
重
ノ
幾
牝
＝
モ
生
・
煮
雨
穂
波
ノ
同
一
同
法
加
「
ワ
ク
チ
y
」
一
・

O
姥 京

都
帝
園
大
事
務
商
学
部
外
科
接
研
究
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

大
串
院
畢
生

l=1 

恒3

男

忠

器
準
士

日

ユヨ

P
テ
ハ
殆
ン
ド
差
異
ナ
カ
リ
キ
。
以
上
ノ
立
詮

ユ
ヨ
リ
「
ワ
ク
チ

ン
」
一
・

O
路
ト
生

機
液
乃
至
ハ
煮
纏
液
ノ
同
一
量
ト
ヲ
混
和
ス
ル
時
ハ
爾
者
悉
カ
／
差
ハ
極
メ

テ
僅
少
ト
ナ

リ
、
賞
用
上
殆
ン
ド
周
一
悉
カ
ト
見
倣
一
ゾ
得
ル
コ
ト
ア
知
ル
。
放
ニ
余
等
／
第
一
報
及
ピ

第
二
報
／
貧
験
結
果
て

「
毒
カ
殆
y
ド
同
一
ナ
ル
傑
件
ノ
下
」
＝
於
テ
途
行
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
－
一
シ
テ
、
結
果
／
優
劣
ハ
爾
抗
原
ノ
毒
カ
ノ
相
異

＝
ヨ
ル
＝
非
ズ
シ
テ
、

其
所
見
ハ

『
煮
穂
波
／
一
定
量
／
有
ス
ル
免
疫
元
性
能
勘
カ
ハ
、
生
滅
液
ノ
同
一
貴
／
有
ス
ル
能
働
力

ヨ
ロ
モ
明
白
ユ
大
ナ
ル
ヨ
ト
』
－
一
時
着
ス
ペ
キ
コ
ト
ヲ
知
リ
F
リ。

一

、

緒

言

余
等
A

第
一
報
及
ピ
第
二
報
－
一
一
於
ア
蓮
鎖
朕
球
菌
－
一
開
シ
増
容
素
及
ピ
凝
集
素
ノ
血
中
産
生
ヲ
指
標
ト
鴬
シ
、
相
一
致
ジ
ア
「
イ
ム

ベ
ヂ
ン
」

現
象
ヲ
立
謹
シ
、
煮
抗
原
被
ガ
顕
著
ノ
差
ヲ
以
ア
生
抗
原
液
－
一
一
俊
レ

Y
事
ヲ
認
識
hv
符
タ
9
0

然
レ
ド
毛
並
一
際
－
一
雨
抗
原
被
ノ
毒
力
－
一
就
キ
ア
A

言
及
セ
ザ
リ
シ
カ
バ
論
者
或
A

所
謂
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
現
象
ナ
Y

モ
ノ
A

其
ノ
貰
A

草－一



生
・
煮
雨
滴
液
ノ
毒
カ
ノ
相
異
－
－
基
ク
結
果
－
二
非
ズ
ヤ
ト
ノ
疑
問
ヲ
費
シ
得
可
グ
、
叉
所
謂
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ナ
M
F

モ
ノ
A

抗
原
液
ノ
有
ス
M
F

毒
性
ト
同
一
事
項
（
志
ゐ
三
宮
y
）
－
一
非
ザ
グ
’
カ
ト
ノ
疑
問
モ
起

y
得
可
シ
。
此
故
－
一
雨
抗
原
被
ノ
毒
カ
ヲ
殆
ン

γ
同
一
ナ
ラ
シ
メ
b
y
y

場
合
－
一

於
ァ
、
各
種
血
清
皐
的
反
膳
ヲ
検
査
ス

Y
時
二
雨
抗
原
液
ノ
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
判
定
シ
、
且
ッ
毒
力
ト
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ト
ノ
問
－
一

直
接
ノ
開
係
ア
叫
ノ
ヤ
否
ヤ
ヲ
モ
明
白
ナ
ラ
シ
ム

Y
ヲ
得
可
シ
。
而
ジ
ア
甲
、
乙
二
種
ノ
可
検
材
料
ノ
毒
カ
ヲ
同

一
ナ
ア
ジ
ム

Y

ュ
常
！
ア
A

、

ニ
ツ
ノ
方
法
ア
リ
。
郎
チ
第
一
ニ
A

可
検
材
料
ノ
最
小
致
死
量
ヲ
測
定
シ
、
其
何
分
ノ
一
カ
宛
ヲ
使
用
ス

Y

コ
ト
。
第
二
－
二
可
検
材
料
ノ
一

定
量
（
従
ア
不
同
毒
カ
）
ニ
封
シ
ア
、
「
ソ
レ
ヨ
η
ノ
モ
数
等
毒
カ
ノ
大
ナ
Y
材
料
」
ヲ
混
和
ス

Y

コ
ト
ノ
二
法
ナ

y
。
而
シ
ア
余
等
ノ
先
－
一
行
ヒ

ジ
質
験
A

郎
チ
第
一

7
方
法
－
一
則
リ
、
毒
力
A

殆
ン
ド
同
一
ナ

y
ト
推
定
シ
ア
行
ヒ
タ
M
F

毛
ノ
ナ
y

d

N

果
シ
－
プ
毒
力
殆
ン
ド
同
一
ナ
w
F

僚
件
ト

ナ

P
居
タ
Y
カ
否
カ
ヲ
岡
崎
－
一
検
査
シ
タ
Y
血
液
車
位
容
蹟
内
白
血
球
線
数
ノ
推
移
ト
、
毎
回
測
定
ジ
タ
Y
龍
重
ノ
鍾
化
ト
品
開
ヒ
、
進
ン
デ

見
疫
獲
得
程
度
ノ
差
A

一
冗
来
南
抗
原
液
ノ
毒
力
ノ
相
異
－
一
因
Y

モ
ノ
ナ
Y
カ

或
A

然
ラ
ズ
シ
ア
車
ニ
抗
原
性
能
働
力
ノ
大
小
－
一
因
Y
結
果
ナ

一
カ
ヲ
究
ム
w
y

所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

二
、
責

輪

材

料

て
免
疫
元

（A
）
生
溜
液
、
蓮
鎖
般
球
菌
七
十
二
時
間
葡
萄
糖
（
一
%
）
及
ピ
「
グ
リ
セ
リ
ン
」
（

0
・玉
付
）
加
肉
汁
培
養
液
ヲ
遠
心
器
－
一
装
ヒ
遠
心
シ
－
7

上
澄
液
7
取
リ
、
生
態
ノ
催
無
菌
的
ニ
タ
w
y

ぺ

Y

シ
ュ
ミ
ミ
ト
氏
陶
土
鴻
過
器
ヲ
通
過
セ
ジ
メ
生
摘
液
（
N
－
F
）
ヲ
得
。

（B
）
煮
沸
清
涼
、
（
A
）
ユ
於
ケ
w
y

生
滴
液
ノ
一
部
ヲ
取
リ
構
氏
百
度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
M
F

重
湯
煎
中
ニ
ア
二
十
分
間
加
熱
ジ
煮
沸
漉
液

〈

F
－
K
・
二
十
分
）
ヲ
得
。

（
C
）
肉
汁
、
前
記
培
養
液
タ

y
ジ
肉
汁
ノ
一
部
ヲ
保
存
ジ
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

（D
）
「
ワ
ク
チ
シ
」
、
前
記
（
A
）
－
一
於
ケ
Y
培
養
ヨ
リ
菌
韓
ノ
ミ
ヲ
遠
心
沈
澱
シ
－
プ
取
リ
之
ァ
食
臨
水
－
一
－
プ

二
回
洗
搬
シ
、

0
・
八
五
%’
食

購
水
菌
浮
瀞
液
ヲ
作
リ
構
氏
六

O
度
ニ
ア
三
十
分
間
加
熱
殺
菌
シ
、
。
t

五

μ
ノ
割
合
－
一
石
炭
酸
ヲ
加
へ
タ

y
。
此
ノ
菌
液
ヲ
一
分
間
三
千
四

第
弦
巻

F『

原

著
』d

日

高

一一一一
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（
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五
戒

一
四
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）



第
五
巻

F『

原

著、＿，

日

高

一
一
四

O

（
第
五
競

－
四
四
〉

韓
ノ
遠
心
器
－
一
ア
三
十
分
間
違
心
セ
山
て
一
沈
澱
計
（
烏
潟
敷
授
）
－
一
－
プ
一
一
括
中
ノ
菌
量
二
ハ
度
目
（
約

0
・
0
0四
二
艶
〉
ヲ
得
タ

y
。

二
、
賓
験
動
物
、
健
重
一
九
O
O
乃
至
二
三

O
O瓦
ノ
雄
家
兎
ヲ
使
用
セ

y
。

験

方

浩

健
重
一
九
O
O乃
至
二
三
O
O克
ノ
健
常
雄
家
兎
ヲ
一
群
二
頭
宛
ヨ
ソ
成
Y
九
群
－
一
分
チ
、
各
試
獣
共
鱒
重
ヲ
測
定
し
v
、
衣
デ
耳
静
脈
ヨ
リ

採
血
シ
ア
卒
常
時
－
一
於
ケ
Y
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
総
数
ヲ
計
算
シ
、
同
時
世
一
塗
抹
標
本
ヲ
製
シ
、
向
ホ
同
耳
静
脈
ヨ

p
試
験
的
探
血
（
約

四・

O
話
、
増
容
反
慮
、
凝
集
反
感
－
一
周
プ
）
ヲ
ナ
ス
。
夫
レ
ヨ
リ
ノ
第
一
群
－
一
A

、
生
滅
液

7
0括
加
「
ワ
ク
チ
ン

L
7
0
耗
、
第
二
群

－一
A

煮
櫨
液

7
0路
加
「
ワ
ク
チ
ン

L
7
0
耗
、
第
三
群
－
二
割
照
ト

ジ
ア
肉
汁
一
・

O
括
加
「
ヲ
ク
チ
シ
」
一
・

O
姥
ヲ
、
衣
ニ
第
四
群
－
二
生
櫨
液

了
五
路
加
「
ヲ
ク
チ
ン

L
7
0
括
、
第
五
群
－
一
A

煮
瀦
液
一
・
五
路
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0
括
、
第
六
群
－
一
A

肉
汁
了
五
路
加
「
ワ
ク

チ
ン
」
7

0
括
ヲ
、
又
第
七
群
－
一
A

生
鴻
液
二
・

O
耗
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0括
、
第
八
群
－
一
A

煮
鴻
液
二
・

O
托
加
「
ヲ
ク
チ

ン
」
一
・

O
話
、
第
九
群
－
一

A

肉
汁
二
・

O
詑
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

7
0耗
ヲ
耳
静
脈
内
－
二
回
限
リ
ノ
注
射
ス
。
注
射
材
料
A

ス
ペ
－
ア
同
一
容
器
ヨ
y
同
一
注
射
器
ヲ
用
ヒ
正

確
ニ
取

y
且
ツ
注
射
セ
タ
。
街
ホ
注
射
後
－
一
川
一
時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
、
八
時
間
及
ピ
十
二
時
間
目
ノ
五
回

三
日一

y
耳
静
脈
ヨ
ヲ
採
血
シ

ア
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
総
数
ヲ
計
算
シ
、
又
桧
一抹
標
本
ヲ
製
ジ
ア
白
血
球
種
類
（
中
性
多
型
核
細
胞
ト
淋
巴
球
ノ
二
種
）
ノ
百
分
率
ト
ヲ

計
算
記
上
ス
。
且
ッ
又
試
獣
ヨ
リ
注
射
前
一
回
、
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
、
二
十
五
日
目
及
ピ
三
十
日
目
ノ
六
回

－一一旦

y
鰻
重
ヲ
測
定
シ
、
又
試
験
的
採
血
ヲ
鴻
uv
、
凝
集
反
感
、
靖
容
反
感
ノ
検
査
－
一
供
シ
タ

y
。
家
兎
A

下
痢
シ
易
ク
、
下
痢
A

睦
重
－
一
至

大
ノ
影
響
ヲ
及
ポ
ス
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
食
物
及
ピ
糞
便
ノ
排
除
－
一
注
意
ヲ
要
ス
ο

飼
料
A

専－
フ
豆
腐
ガ
ラ
（
一
日
約
五

O
C克
）
ヲ
用
ヒ
毎
日
午

後
三
時
－
二
回
奥
へ
、
且
ッ
三
日
日
毎
－
一
野
生
ノ
青
草
ヲ
少
量
宛
奥
ヘ
タ
リ
。
慎
重
ノ
測
定
及
ピ
試
験
的
採
血
A

空
腹
時
（
午
前
十
時
乃
至
十

二
時
）
ユ
行
ヒ
タ

9
0

三
、
買

回

、

責

職

責
駿
第
－
、
健
常
家
鬼
耳
静
脈
内
＝
生
・
煮
南
漉
液
誼
Z
肉
汁
各
－
・

O
蝿
加
「
ワ
ウ
チ
ン
」
－
・

O
粍
宛
ヲ
注
射
シ
タ
ル
場
合

結

果



所
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A

第
一
表
ヨ
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第
三
表
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一
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一
第
二
国
ニ
示
ス
ガ
如
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線、
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絡宛注射前後ノ；血液単位容積内白血球総数百分率ノ推移

一
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凶
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五
日
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大
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－
一
月
大
差
ヲ
認
メ
ザ
リ
キ
、貰
駿

第
二
一
一
於
一
4

7

A

、
生
煮
南
端
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
ノ
二
群
ノ
動
物
－
一
ア
リ
ア
A

、
一
時
間
目
ニ
可
成
リ
張
度
ノ
白
血
球
過
少
ヲ
来
シ
、
八
時

間
目
ニ
A

反
封
－
一
強
度
ノ
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ジ
、
十
二
時
間
目
ニ
A

其
程
度
A

減
ジ
タ
レ
ド
毛
猶
ホ
過
多
ノ
蹴
態
－
一
ア
リ
ノ
キ
。
而
シ
ア
十
二

時
間
目
ニ
生
滅
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
ノ
一

一
四
%

ユ
一
割
シ
、
煮
減
液
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
ノ
二
二
六
%
ヲ
示
シ
タ
Y
以
外
－
一
A

百
分
率
三
帰

y
y
差
異
ヲ
認
メ
ず
η
ノ
キ
。
濁
リ
劃
照
タ
Y
肉
汁
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
ノ
ミ
A

葉
百
分
率
及
ピ
曲
線
ノ
走
行
ヲ
他
ノ
二
者

ト
異
－
一
セ
リ
。

賞
験
第
三
－
ご
炉
、
－
プ
モ
三
者
何
レ
モ
一
時
間
目
ニ
A

強
度
ノ
白
血
球
過
少
ヲ
来
シ
、
以
後
漸
究
増
加
シ
八
時
間
目
及
ピ
十
二
時
間
目
ニ
ハ
強
度

ノ
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
セ
リ
ノ
。
而
シ
ア
其
百
分
宰
川
、
十
二
時
間
目
ニ
生
滅
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
ノ
一
五
四
，m
二
一
罰
シ
、
煮
櫨
液
加

「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
動
物
ノ
一

三
八
%
ヲ
示
ジ
タ
Y
以
外
－
一
A

殆
ン
ド
大
差
ヲ
認
メ
ザ

y
寺
内
要
ス

Y

ニ
鴻
液
使
用
量
ノ
増
加
一
一件
ヒ
白
血
球
過

少
或
A

過
多
ヲ
惹
起
ス
w
y

程
度
A

相
連
行
シ
ア
顕
著
ト
ナ
リ
タ
レ
ド
モ
一剛
鴻
液
ノ
種
類
－
一
ヨ

Y
差
A

殆
ン
ド
認
メ
ザ
リ
キ
。

勝
呂
血
管
氏
ノ
研
究
－
一
一
環
レ
バ
、
「
白
血
球
増
加
程
度
」
ト
「
抗
原
物
質
ノ
毒
カ
L
ト
A

或
Y

一
定
度
三
ア
A

雨
々
相
蓮
行
ス

Y

毛
ノ
ナ
リ
ト
言

プ
。
若
シ
モ
白
血
球
総
数
ノ
綿
和
大
ナ
Y

モ
ノ
ガ
、
白
血
球
増
加
程
度
ノ
大
ナ
リ
シ
ガ
震
司
一
大
ト
ナ
リ
タ
Y

毛
ノ
ナ
ク
バ
、
之
ヲ
惹
起
セ
シ
メ
タ

グ
抗
原
ノ
毒
力
A

、
白
血
球
増
加
程
度
小
ニ
ジ
ア
其
総
和
ヲ
小
ナ
ア
ジ
メ
タ
Y
抗
原
ノ
毒
カ
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ

y
ト
推
断
セ
ラ
u
y

可
キ
ナ

y
。然
シ

乍
フ
白
血
球
増
加
程
度
ヤ
白
血
球
綿
敷
ノ
線
和
－
一
ツ
キ
数
ァ
以
ア
雨
抗
原
ノ
毒
カ
ヲ
推
断
ス

Y
震
－
二
、
南
抗
原
注
射
以
前
－
一
一
於
ケ
Y
即
チ
卒

常
時
ノ
白
血
球
数
ノ
略
ポ
相
似
タ
U
F

動
物
ヲ
選
ピ
ア
賓
験
ヲ
行
ヒ
タ
Y

モ
ノ
ナ
ク
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
。
何
ト
ナ
レ
バ
注
射
寸
前
－
一
白
血
球
練
敏
ノ
大



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ナ
U
F

動
物
A

、
注
射
後
－
一
一
於
ア
モ
白
血
球
ノ
増
減
数
毛
従
ツ
ア
大
ナ
レ
バ
ナ
9
。
夫
故
－
一
注
射
前
－
一
於
ケ
ル
m
単
位
容
積
内
白
血
球
線
敷
ヲ
基
準

い
の
戸
、
各
時
－
一
於
ケ
Y
－

r血
球
総
数
戸
百
分
や
U
L
ど
ポ
マ
勲
一
F
J
r
p（増
減
程
度
－
一
就
キ
47
A
W
原
ノ
者
か
わ
判
貯
ス
い
川
、
炉
い
わ
必
妙
恥

、
、
‘
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
也
、
、
‘
、
、
、
．
、
、
、

ニ
白
血
球
線
数
－
一
相
異
ア
Y

場
合
ト
雛
モ
最
き
公
平
－
一
行
A

Y

可
キ
筈
ナ

y
。
余
等
ノ
使
用
シ
タ
Y

家
兎
A

注
射
前
ノ
白
血
球
総
数
－
一
相
異
ア

リ
ジ
タ
メ
此
ノ
方
法
－
一
従
ヒ
ア
結
果
ヲ
記
載
しv
、
其
百
分
率
ア
闘
示
ジ
、
以
－
プ
其
推
移
ヲ
比
較
セ

p
。
余
等
ノ
賓
験
－
一
一
於
ア
コ
生
煮
雨
減
液

加
「
ワ
ク
チ
ン
」
共
－
一
何
レ
モ
注
射
後
四
時
間
目
迄
A

白
血
球
ノ
過
少
ヲ
来
シ
、
八
時
間
目
及
ピ
十
二
時
間
目
－
二
宝
リ
始
メ
ア
白
血
球
過
多
ヲ
惹

起
シ
タ
Y
ガ
、
之
A

「
ヲ
ク
チ
ン
」
一
・

O
艶
加
雨
鴻
液
ノ
毒
カ
ガ
過
大
ナ

y
シ
ガ
鴻
－
て
プ
、
白
血
球
過
少
程
度
ヲ
強
ク
惹
起
セ
シ
メ
タ
Y
抗
原

A

、
過
少
程
度
ノ
弱
キ
抗
原
ヨ

9
三
一
時
力
A

大
ナ

y
ト
判
定
ス
ペ
キ
ナ
リ
ノ
。
而
シ
ア
繍
液
使
用
量
ノ
増
加
－
一
従
ヒ
余
等
ノ
質
験
－
一於
e

プ
A

相
連

行
シ
テ
白
血
球
過
少
及
ピ
過
多
ヲ
惹
起
『
A

Y

程
度
額
著
ト
ナ
リ
タ
レ

ド
毛
、
雨
滴
液
ノ
同

一
量
ヲ
用
ヒ

タ
Y

場
合
－
一
A

雨
者
ノ
間
二
殆
y
ド
差

異
ヲ
認
メ
ザ
ク
キ
。
伺
－
プ
生
・
煮
雨
漏
液
同
一
量
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
一
・

O
詫
ノ
毒
力
A

略
ポ
同

一
ナ
リ
ト
推
断
セ

ラ
Y
可
キ
ナ
9
0

究
ユ
白
血
球
種
類
印
チ
中
性
多
型
核
細
胞
及
ピ
淋
巴
球
二
種
ノ
割
合
ヲ
通
覧
ス

Y

－
一
、
注
射
前
－
一
於
ア
A

淋
巴
球
ガ
多
キ
カ
或
A

同
等
教
位

ナ
Y

ニ
毛
拘
ラ
ズ
、
注
射
後
一
時
間
目
ニ
A

中
性
多
型
核
細
胞
ガ
増
加
シ
来
9
7
淋
巴
球
数
ヲ
凌
ギ
、
且
ッ
中
性
多
型
核
細
胞
A

四
時
間
目
或

A

八
時
間
目
ニ
最
大
数
－
一
達
シ
、
業
際
甚
ダ
シ
キ
A

淋
巴
球
数
ノ
約
四
倍
位
迄
モ
一
増
加
ス
グ
’
毛
ノ
ア
η
ノキ
。而
ジ
ア
十
二
時
間
目

ユ
A

可
成

y

減
少
ス
レ
ド
モ
猶
ホ
注
射
前
－
一
比
ス
レ
バ
中
性
多
型
核
細
胞
敷
A

多
カ
η
ノ
キ
。

夫
レ
細
胞
韓
及
ピ
其
毒
素
ノ
動
物
程
内
二
侵
入
ス
グ
’
ヤ
外
敵
防
禦
ノ
第
一
線
－
一
立
ヅ
喰
細
胞
（
狭
義
／
白
血
球）
A

直
チ
ニ
身
ヲ
挺
シ
、以－プ

外
敵
ヲ
葬
－フ

ン
ト
ス

Y
ナ
リ
。
而
シ
ア
白
血
球
中
－
一
－
ア
喰
燈
作
用
ノ
最
モ
旺
盛
ナ
U

F

A

、
中
性
多
型
核
細
胞
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
中
性
多
型
核
細
胞

A

業
数
ヲ
増
加
U

て
プ
以
－
7
外
敵
－
一
営
－
フ
ン
ト
ス

Y
ナ
p
。
従
ツ
ア
滅
液
及
ピ
肉
汁
加
「
ヲ
ク
チ
ン
」
注
射
後

－一
於
ア
A

白
血
球
種
類
ノ
百
分
率

－
一
一
獲
動
ヲ
来
ジ
、
特
－
一
中
性
多
型
核
細
胞
ガ
多
数
二
出
現
ス

Y
理
ナ
リ
。

二
、
韓
重
ノ
襲
化
A

、
何

ν
ノ
試
獣
－
一
ア
毛
注
射
後
五
日
目
ニ
A

多
少
ノ
減
少
胃
ノ
来
シ
タ
レ
ド
、
十
五
日
目
二
A

何

ν
毛
一侠
復
シ
、
三
十
日

目－一
A

、
生
鴻
液
ニ
・

O
括
加
「
ヲ
ク
チ
シ
」
一
・

O
括
注
射
ノ
毛
ノ
ヲ
除
キ
ア
A

何
V

毛
注
射
前
ヨ
リ
ノ
モ
増
加
セ

y
。
而
シ
ア
最
干
減
少
シ
タ

y

著】

第
五
巻

F園、

原

日

高

一
一
凶
九

（
第
五
競

一
五
三
〉



第
五
繕

F園、
自民

著
...... ト

日

高

一
一
五

O

（第
五
波

一
五
凶
）

毛
ノ
ニ
ア
一
七
五
・

O
兎
（
第
一
表
三
最
モ
増
加
シ
タ

グ
モ
ノ
ニ
ア
ヱ
僅
－
二
七

0
・
0
兎
（
第
八
表
）
ノ
増
加
－
一過
ギ
ザ
ダ
キ
。
恥
h
骨
骨
恥
骨

ハ
奇
か
ご
骨
骨
一
わ
紗
斡
戸
恥
m
秒
一
一
昨
副
知
h
戸
小
h
ド
。
従
－
ア
漉
液
使
用
量
ノ
多
少
－
一
因
M
F

差
異
毛
、
雨
鴻
液
ノ
性
質
ノ
相
異
二

基
ク
差
異

毛
認
メ
難
カ
リ
キ
。
故
－
一
生
・
煮
雨
漉
液
了
。
、
了
五
、
及
ピ
二
・

O
艶
加
「
ワ
ク
チ
ン
」

一
・
O
括
A

家
兎
ノ
鰻
重
獲
化
ノ
上

ヨ
P
セ
バ
毒
カ

略
ポ
同
一
ナ

y
卜
認
メ
ラ

レ
タ
リ
。

先
キ
－
一
白
血
球
線
数
百
分
率
ノ
推
移
－
一
基
キ
夕
、
生
e
一
爾
減
液
ノ
同

一
量
加
「
ワ
ク
チ

ン
」

7
0持
ノ
毒
カ
A

略
ポ
同
一

ナ
P
F
認
識
シ、

滋
ニ
穂
重
ノ
礎
化
ヲ
基
ト
シ
ア
毛
亦
毒
力
略
ポ
同
一

ナ
ル’
コ
ト
ヲ
理
解
シ
得
タ

y
o
例
タ
余
等
A

毒
方
不
同
ナ
Y
生
・
煮
雨
漏
液
ノ
－
定
量

－一

割
シ
ア
、
雨
者
ヨ

9
毛
一
致
等
毒
方
大
ナ
U
F

「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
一
定
量
ア
混
和
ス
M
r

コ
ト
ニ

ヨ
y
－プ
、
混
和
以
前
ノ
毒
力
ノ
相
異
ヲ
軽
減
シ
、
「
毒

力
殆
ン
γ
同
ご
ナ
Y
傑
件
ヲ
満
足
セ
シ
メ
得
タ
Y

毛
ノ
ナ
w
F
2

ト
ヲ
明
カ
ニ
セ

y
。

余
等
A

第
一
報
及
ピ
第
二
報
－
一
於
ア
蓮
鎖
蹴
球
菌
－
一
闘
シ
、
増
容
素
及
ピ
凝
集
素
ノ
血
中
産
生
ヲ
指
標
ト
震
シ
、
煮
掠
液
加
「
ヲ
グ
チ
ン
」d
N

瀬
著
ノ
差
ヲ
以
－
ア
生
繍
液
加
「
ヲ
ク
チ
シ
」
同一
優
レ
w
F

コ
ト
ヲ
認
識
ジ
、
本
報
告
－
一
於
ア
A

該
貫
駿
三
南
抗
原
被
ノ
毒
力
略
ポ
同
一

ナ
W
F

健
体

ノ
下
－
一
－
ア
建
行
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
U
Y

コ
ト
ヲ
確
認
ジ
タ
V
J
F

、
蕊
－
一
於
－
ア
第
一
報
及
ピ
第
二
報
一
一
一
於
ケ
ル
血
清
皐
的
反
慮
ノ
成
績
ノ
差
異

コ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

雨
抗
原
液
ノ
毒
カ
ノ
相
異
－
一
因
Y

モ
ノ
ニ
非
ザ
Y

コ
ト
ヲ
理
解
セ

9
0
而
シ
ア
「
ヲ
ク
チ

ン」

一
・
O
耗
ノ
見
疫
元
性
能
働
力
A

如
何
ナ
ル
場
合

－
二
二
時
常
同
一
ナ
ラ
ザ
Y

ペ
カ

ラ
ズ
。
故
ユ
生
鴻
液
ヨ
u
ノ
モ
煮
瀦
液
ヲ
混
和
シ
タ
Y
注
射
材
料
ノ
方
ガ
大
ナ
Y
効
果
ヲ
呈
シ
タ
UF

ナ
ラ
バ
、結

局
其
原
因
A

「
生
鴻
液
ヨ

9
モ
煮
鴻
液
ノ
方
ガ
免
疫
一冗
性
能
働
力
大
」
ナ
Y
ノ
致
ス
所
二
蹄
セ
ザ
Y

ヲ
符
ザ
Y

毛
ノ
ナ

y
o
然

V
V
毛
生
・
煮
雨

捕

仙

波

A

元
、
同
一
材
料
ヨ
9
出
費
シ
、
煮
櫨
液
A

只
二
十
分
間
煮
沸
シ
タ
Y
ノ
ミ
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
免
疫
元
性
（
抗
原
性
）
物
質
ノ
絶
劃
合
有

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

量
－
二
差
別
ア

y
ト
考
ヘ
得
可
キ
プ
ズ
。
叉
煮
沸
ノ
結
果
ト
ジ
ア
其
中
ニ
自
然
－
一
其
物
質
ず
生
ジ
来
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
モ
考
ヘ

ラ
レ
ザ
Y
ナ
9
0

夫
故
ェ
生
鴻
液
中
二
A

抗
原
性
能
働
力
ア
阻
止
ス

Y

一
定
ノ
物
質
即
ヂ
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
L
d
N

合
有
セ
ラ
レ
居
F
－7
以
上
ノ
如
キ
所
見
ヲ
呈
ス
w
F

、．、．、．、．、．、．、．

モ
ノ
ト
考
3
y
w
F

可
カ
ラ
ザ
Y
ナ
η
ノ
。
従
ア
叉
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
ト
抗
原
ノ
毒
カ
ト
ノ
関
係
毛
理
解
ナ
Y
可
キ
筈
ナ
タ
。
即
チ
「
ィ
ム

ペ
ヂ
ン
」

恥
、
、
L

，L
，

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

V

L

，
L

，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

自
身
A

毒
カ
ヲ
有
セ
ザ
レ
ド
宅
、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
し
ヲ
合
有
ス

Y
兎
疫
一
克
材
料
（
生
抗
原
｝
A

喰
燈
伴
用
阻
害
予
戸
川
け
ハ
ι
r
h
f
以
戸
毒
カ
が
ナ



、
‘
．
、
、
、
、
、
、

Y

モ
ノ
ナ
w
F

ヲ
知
町
’。結

論

（
こ
、
連
鎖
朕
球
菌
肉
汁
純
培
養
ノ
生
櫨
液
及
ピ
煮
漏
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
括－一

ヨ
9
ア
惹
起
セ
タ
レ
タ
Y
血
液
車
位
容
積
内
白
血
球

総
数
ノ
増
減
程
度
－
一
A

、
雨
者
ノ
間
二
殆
ン
ド
差
異
無
カ

y
キ
。
而
ジ
ア
雨
漉
液
ノ
用
量
一

・
O
話
、
了
五
耗
及
ピ
二
・

O
沌
ノ
各
々
ニ
「
ヲ

ク
チ
ン
」
了

O
姥
ヲ
加
ヘ
タ
u
y

可
按
材
料
A

、
一
定
毒
カ
範
囲
ヲ
超
エ
和
々
過
大
ナ
u
ノキ
。

（
二
）
、
生
櫨
液
及
ピ
煮
漉
液
加
「
ヲ
グ
チ
シ
」

7
0蛇
－
一
ヨ

2
ア
惹
起
セ
ラ
レ
タ
Y
睦
重
ノ
養
化
－
一
モ
亦
両
者
ノ
間
二
殆
ン
ド
差
異
ナ
カ
？

キ。
（
三
）
、
以
上
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Der Unterschied zwischen dem Nativ-und Koktoantigen von 

Streptokokken. 

III. Mitteilung: Wie verb孟Itsich das lmpedin mit der 

T oxizitat ? . 

Von 

Dr. T. HIDAKA 

[Aus dem Iル01ユtoriumd. Kais. chirurg. Universitatsklinik Kyoto, (Pr<•f. Ur. R. Torikata)] 

Die in der I. u. II. Mitteilun三en＼’ahntenVersuchsgru叫iender Kanninchen, denen einer日 itsdas Nativantigen, 

vermisc ht mit der Standard valαine, und andererseits das Koktoantigen, auch vermischt mit der Standardvakzine, 

einverleibt worden war, ergaben keine merklichen Differenzen in Schwankung des Korpergewichts bzw. dcr Leuko-

zytenzahl im zirkulierenden Blute. Dies zeigt uns, class die Toxizitat beider Ingredienzen, d. h. Vakzine+ N. F. und-

Vak;zine + F. K. 20', fast gleich war. 

Dar巴ausergibt sich, da可日 der in der I. 1し II’ Mitteilung erw孟hnte U nterschied zwischピn dem E三ol王toantigen und 
Nativantigen in Erzeugung des voluminier℃nden bzw. agglutinierenden Antikorpers nicht etwa auf den Unterschied der 

Toxizitit beider Antigene zuri.ickzufc1hren ist, sondern auf die Existenχ einer Substanz im Nativantigen, die alle im-

mun.isatorischen V organgじ biszu einem gewissen Grade behindert und an sich <lurch etwa 20 Minuten dauernde 

Erhitzu時 beiroo° C total vernichtct wird, ohne <lass dabei die eige凶 ichen a凶 genen (immunogeneri) Eigensclぱten

verloren gehen (Autoreferat）.調


